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「イージス・アショア」配備計画の撤回を求める申し入れ書 

 平素より、国民生活の安定と安全のためにご尽力されていますことに対して、

心より敬意を表します。 

 さて、報道等によると、政府は北朝鮮による弾道ミサイル発射に対処するた

めとして、地上配備型迎撃ミサイル「イージス・アショア」を 2基導入し、2023

年度から運用を開始する方針を示し、その配備先として、山口県と秋田県を候

補に挙げ、調整に入っているとされています。 

このことは、朝鮮半島の緊張を利用して米国から武器等を購入することによ

って、軍事的な日米の経済連携を推進することにつながり、かえってアジアの

緊張を高めるものと考えます。この間の北朝鮮による度重なるミサイル発射に

ついての脅威への対応として、日米両国は、力による対決姿勢ではなく、対話

を基調とした外交的な努力によって解決をはかるべきです。 

そもそも、「イージス・アショア」のシステムの性能は信頼できるのか、強力

な電磁波を出すと言われている本機の運用により地元住民にどのような影響を

与えるのか、などについて配備候補地とされる住民に対する詳細な説明が全く

されないままに配備計画が一方的に進められていることに対して、強い憤りを

感じます。 

また、購入費は 1 基当たり約 800 億円とも言われています。厳しい国家予算

において、国民の暮らしに直結する社会保障費などが切り下げられる中、この

ような高額な武器等の購入は、国民の一人として、断じて容認することはでき

ません。「イージス・アショア」は、山口県・秋田県はもとより、国内のどの地

域にも配備されるべきではありません。 

つきましては、「イージス・アショア」配備計画の速やかな撤回を強く申し入

れます。 


